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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は、 1990 年代以降に急成長をとげた日本における経営コンサルタント業について、日本最大の企業
集積地域である東京都心地域（なかでも港区）と、公民連携型の経営相談・経営支援事業システムが展開し
ている山梨県（なかでも甲府盆地）を事例として、それらを経営コンサルティングサービスの展開という視
点から総合的にとらえたものである。本研究の特色は、これらの経営コンサルティングサービス事業が、い
ずれの場合においても、近年急速な展開をとげつつあることと、それらの存在形態や変化形態が地域的な条
件に応じて異なっていることを、関係者への詳細な聞き取り調査にもとづいて実証的に示したことである。
事業所サービス業を対象とする経済地理学的な分析は、近年になって注目され始めた研究分野であり、その
なかでも経営コンサルタント業は、その実態を統計的に把握することが困難であるため、丹念なフィールド
ワークが特に必要とされる。この点で、聞き取り調査やアンケート調査の積み重ねをつうじて経営コンサル
ティングサービスの地域的実態を具体的に記述したことや、それがサービスの需要側および供給側にみられ
る地域的な諸条件と密接に結びついているとの指摘は、特筆にあたいする成果といえる。以上に指摘したよ
うな研究成果は、従来の経済地理学や事業所サービス業の地理学に新たな知見を加えるものとして高く評価
できる。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものとして認める。
